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「
西
新
宿
」
の
街
づ
く
り

○
あ
ら
た
な
出
入
口

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
に
、
青
梅
街

道
の
常
円
寺
側
に
地
下
道
の
入
り
口
が
開
通
し
た
。 

東
京
都
が
建
設
し
て
い
る
歩
行
者
専
用
の
地
下
通
路

（「
タ
イ
ム
ズ
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」）
の
出
入
口
で
あ
る
。

今
後
こ
の
通
路
は
さ
ら
に
、
青
梅
街
道
を
新
宿
方
面

に
延
伸
し
、
さ
ら
に
は
新
宿
駅
の
東
西
を
つ
な
ぐ
地

下
通
路
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
通
路
に
よ
っ
て
、
雨
天
の
日
は
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅

や
丸
ノ
内
線
の
西
新
宿
駅
な
ど
か
ら
は
ほ
ぼ
濡
れ
る

こ
と
な
く
常
円
寺
に
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
ま
で
こ
の
通

路
が
延
伸
す
れ
ば
、
さ
ら
に
常
円
寺
へ
の
参
拝
路
の

利
便
性
が
高
く
な
り
、
常
円
寺
ま
で
の
道
の
り
に
も

変
化
が
お
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

○
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
お
寺
が
…
」

　

初
め
て
常
円
寺
に
来
ら
れ
た
方
に
、「
よ
く
こ
ん

な
超
高
層
ビ
ル
街
の
中
に
お
寺
が
あ
り
ま
す
ね
」
と

言
わ
れ
る
。
確
か
に
、
超
高
層
ビ
ル
を
目
前
に
し
て

常
円
寺
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
姿
は
、
不
思
議
な
光

景
と
い
え
る
。
け
れ
ど
も
、
実
際
は
、
約
四
三
〇
年

前
に
お
寺
が
先
に
建
っ
て
、
そ
の
後
、
街
が
変
わ
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に

常
円
寺
自
身
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、

そ
の
周
囲
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
常

円
寺
が
建
つ
こ
の
地
域
の
変
遷
を
、
現
代
か
ら
時
代

を
遡
り
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
み
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。

○
「
西
新
宿
」
の
名

　

現
在
の
西
新
宿
の
様
子
は
、
こ
の
約
四
十
年
の
変

貌
で
創
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、「
西
新
宿
」
と
い
う

地
名
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
新
宿
地
区
の
西
に
位
置

す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
が
こ
の
名
称
と

な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
住

居
表
示
が
変
更
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
町
名
変
更
の
時
期
は
、
こ
の
街
の
様
子
が
大
き
く

変
貌
し
は
じ
め
る
時
期
に
重
な
る
。

○
「
副
都
心
計
画
」

　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
三
月
三
十
一
日
、

都
議
会
に
お
い
て
「
新
宿
副
都
心
建
設
に
関
す
る
基

本
方
針
」
が
議
決
さ
れ
た
。「
東
京
都
は
、
首
都
圏

構
想
に
基
づ
く
新
宿
副
都
心
計
画
に
沿
い
、
淀
橋
浄

水
場
の
敷
地
を
中
心
と
し
、
副
都
心
を
建
設
す
る
た

め
」
に
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
た
都

市
計
画
が
「
東
京
都
市
計
画
新
宿
副
都
心
計
画
及
び

同
新
宿
副
都
心
計
画
事
業
」
と
し
て
、
昭
和
三
十
五

年
六
月
十
五
日
に
決
定
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
執
行
は
、
あ
ら
た
に
「
財
団
法

人
新
宿
副
都
心
建
設
公
社
」（
昭
和
三
十
五
年
六
月

二
十
一
日
設
立
）
が
都
の
代
行
機
関
と
し
て
進
め
た
。

こ
の
新
宿
副
都
心
建
設
計
画
の
概
要
は
、

①
千
代
田
・
中
央
・
港
の
都
心
３
区
に
集
中
し
た
都

市
機
能
を
分
散
・
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
新

宿
地
区
に
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
副
都
心

を
建
設
す
る
。

②
概
ね
甲
州
街
道
・
青
梅
街
道
・
十
二
社
通
り
に
囲

ま
れ
た
総
面
積
約
九
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

を
対
象
と
す
る
。

③
淀
橋
浄
水
場
跡
地
を
中
心
と
す
る
約
五
十
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域
（
第
一
次
整
備
地
域
）
に
つ
い
て

は
、
昭
和
三
十
五
年
度
～
四
十
二
年
度
完
成
の
予

定
で
緊
急
に
整
備
す
る
。

④
街
路
・
公
園
・
広
場
等
の
公
共
施
設
お
よ
び
宅
地

造
成
を
東
京
都
と
新
宿
副
都
心
建
設
公
社
の
二

者
で
実
施
す
る
。

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
九
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い

う
副
都
心
建
設
区
域
の
主
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一

八
九
八
）
か
ら
当
地
で
操
業
し
、
移
転
が
決
定
し
た

「
淀
橋
浄
水
場
」
の
跡
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

公
社
の
役
割
は
、
公
共
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、
淀

橋
浄
水
場
の
移
転
と
そ
の
跡
地
の
宅
地
造
成
を
行
う

こ
と
に
あ
っ
た
。

○
超
高
層
ビ
ル
の
建
設

　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
新
宿
副
都
心
事

業
が
完
了
し
、建
設
公
社
は
解
体
し
た
。公
社
に
よ
っ

て
造
成
さ
れ
た
土
地
は
、
東
京
都
水
道
局
に
お
い
て

売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
建
設
さ
れ
る

建
築
物
は
譲
渡
を
受
け
た
民
間
企
業
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
用
地
売
却
の
当
初
か
ら
こ
の
新
宿
副

都
心
が
超
高
層
ビ
ル
街
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
い
う

方
針
が
確
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
副
都

心
と
し
て
の
街
づ
く
り
は
、
手
探
り
状
態
で
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
新
宿
副
都
心
超
高
層
ビ
ル
街
に
は
一
二
〇

～
二
四
三
㍍
の
超
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
る
が
、

副
都
心
計
画
が
考
え
ら
れ
た
時
代
は
建
築
基
準
法
に

よ
る
絶
対
高
さ
三
十
一
㍍
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、

現
在
の
よ
う
な
超
高
層
化
の
計
画
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）、
建
築
基
準

法
改
正
に
よ
り
絶
対
高
さ
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
昭
和

四
十
三
年
に
は
、
千
代
田
区
に
日
本
最
初
の
超
高
層

ビ
ル
の
霞
ヶ
関
ビ
ル
が
竣
工
し
た
。
こ
れ
に
続
き
、

新
宿
副
都
心
エ
リ
ア
も
建
築
基
準
の
適
用
か
ら
超
高

層
化
の
先
導
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
超
高
層
ビ
ル
の
建
設
に
関

し
て
は
、
ビ
ル
の
設
計
に
始
ま
り
、
建
設
・
利
用
・

監
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
未
知
の
問
題
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
造
成
さ
れ
た
区
画
を
購
入
し

た
会
社
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、
副
都

心
建
設
に
関
わ
る
問
題
を
協
議
・
検
討
す
る
「
新

宿
新
都
心
開
発
協
議
会
（
Ｓ
Ｋ
Ｋ
）」
が
発
足
し
た
。

こ
れ
以
降
、
街
づ
く
り
に
関
す
る
協
議
は
、
こ
の
会

を
中
心
に
し
て
継
続
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九

七
一
）
六
月
に
、
新
宿
の
超
高
層
ビ
ル
群
の
先
駆
け

と
な
っ
た
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
昭
和
四

十
年
代
後
半
か
ら
、
新
宿
住
友
ビ
ル
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
ビ

ル
、
新
宿
三
井
ビ
ル
（
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
九
年
竣

工
）
な
ど
の
超
高
層
ビ
ル
が
次
々
に
建
設
・
完
成
し
、

昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
さ
ら
に
そ
の
数
を
増
し
て

い
っ
た
。

○
現
在
も
続
く
「
新
都
心
」
の
街
づ
く
り

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
四
月
、
東
京
都
庁
が
新

宿
に
移
転
す
る
。
新
宿
へ
の
移
転
計
画
は
、
す
で
に

昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
協
議
さ
れ
、昭
和
六
十
年（
一

九
八
五
）
に
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
の
都
庁
移
転
に

と
も
な
っ
て
新
宿
は
名
実
共
に
「
新
都
心
」
の
時
代

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
一
方
で

現
在
も
西
新
宿
地
域
で
は
、
複
数
の
地
域
で
超
高
層

ビ
ル
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
た
え
ず
街
づ
く
り
が
進

行
し
、
そ
の
様
相
が
変
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
開
発
事
業
は
、
そ
の
計
画

か
ら
実
現
ま
で
に
は
数
年
、
数
十
年
か
か
る
。
そ
し

て
そ
の
事
業
の
完
了
後
も
、
何
十
年
と
人
々
に
利
用

さ
れ
る
な
か
、
社
会
、
経
済
や
財
政
、
法
律
等
の
変

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
予
測
外
の
事
態
を
受

け
て
、
当
初
の
計
画
・
設
計
で
描
か
れ
た
姿
か
ら
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
街
は

こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
た
え

ず
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
今
後
も
、
そ
の
計

画
と
現
状
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
で
き
る
だ
け
修
正
し

な
が
ら
街
づ
く
り
が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

常圓寺  季報

連　

載

第
48
回

初
台
方
面
よ
り
西
新
宿
方
面
を
臨
む
。（『
脈
動
す

る
超
高
層
都
市
、
激
変
記
録
35
年
』
よ
り
転
載
。）

㊤
昭
和
四
十
六
年
九
月
、
㊦
平
成
十
六
年
七
月




